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研究成果の概要（和文）：本研究では、生成文法極小主義プログラムの枠組みにおいて、機能投射である遂行句
を主節の最上位に設定する極小主義遂行仮説構築をめざし、言語インターフェースに関わる現象の諸相を分析し
た。極小主義遂行仮説のもとで、定形補部節の時制解釈における二重接触現象のメカニズム、不定詞補部節のモ
ダリティ素性システム、単純時制形の解釈における制約のメカニズム等を提示した。さらに、統語対象を意味部
門および音声部門とのインターフェースに送る「転送」の概念に対して本研究で考察された種々の解釈プロセス
がもつ理論的帰結を示した。

研究成果の概要（英文）：In this research, I have investigated aspects of linguistic interface 
phenomena to develop the Minimalist Performative Hypothesis, which posits the functional projection 
Performative Phrase at the top of the main clause, within the framework of the Minimalist Program. 
Under the Minimalist Performative Hypothesis, I have proposed the mechanism to account for the 
double access phenomena in finite complement clauses, the feature system of modality of infinitival 
complement clauses, the mechanism to restrict interpretations of simple tense forms, and so on. In 
addition, I have presented a theoretical consequence of interpretation processes investigated in 
this research on the notion of transfer, which sends syntactic objects to the two interfaces of the 
semantic and phonetic components.

研究分野：英語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 生成文法の極小主義プログラムをはじめ
とする現代言語理論にとって、言語インター
フェースに関わる諸特性の解明は最重要課
題の一つとなっている。とりわけ、談話特性
と統語論のインターフェースに関わる現象
に関しては、一連の機能範疇句の存在を主張
するカートグラフィーのアプローチによる
研究が進められており多くの知見が蓄積さ
れている。これに対して、本研究代表者は、
最近の研究において、主節最上位に、話者、
聞き手、および話者の発話行為に関わる機能
範疇である遂行句が存在し、遂行句は TP 上
に投射される一連の機能範疇に属するので
はなく、それらを埋め込む節としての特性を
備えていることを論じた。しかし、1970 年代
に提唱された古典的遂行仮説は記述力が過
剰であったため、十分な説明力を備えた理論
とはならなかった。そこで、十分な制限力を
備えた極小主義プログラムにおいて遂行仮
説を確立し、話者の発話行為を統語構造に明
示する理論のもとでの言語インターフェー
スの諸相の解明が必要であった。 
 
２．研究の目的 
(1) 極小主義遂行仮説の確立：時制解釈、モ
ダリティ等々の話者の発話行為に関わる言
語現象を具体的分析対象として、極小主義プ
ログラムに基づく極小主義遂行仮説の確立
をめざす。 
 
(2) カートグラフィーのアプローチとの発
展的統合：これまでカートグラフィーのアプ
ローチによる分析が与えられた言語現象を、
フェーズ(phase)理論および極小主義遂行仮
説に基づいて見直し、カートグラフィーのア
プローチとの発展的統合をめざす。 
 
(3) 新たな言語インターフェース理論の構
築：古典的遂行仮説の理論的問題点の克服、
極小主義遂行仮説の確立、およびカートグラ
フィーのアプローチとの統合を通して、極小
主義遂行仮説を組み込んだ新たな言語イン
ターフェース理論の構築をめざす。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は、研究代表者が研究のすべて 
の側面を統括し、代表者単独で研究を遂行し
た。研究期間は３年間とし、平成２７年度は 
基礎研究、平成２８年度は展開研究、平成２
９年度は総括的研究を行った。 
 
(2) 本研究の３つの目標である、「極小主
義遂行仮説の確立」、「カートグラフィーの
アプローチとの発展的統合」、「新たな言語
インターフェース理論の構築」について、
それぞれの研究が有意義な相乗効果をもた
らすように配慮して研究を行った。 
 
(3) 研究推進に関わる情報については、文

献情報ならびに研究情報の収集をすすめた。
また他研究者との人的交流につとめ、海外
研究機関の研究者を招いた講演会を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 金子 (2016a)（下記論文⑦）および
Kaneko (2016)（下記論文④）において、英
語の定形補部節に見られる二重接触（double 
access）現象を説明する詳細なメカニズムを
提案し、この現象における遂行句主要部の役
割を明らかにした。二重接触現象は John 
heard that Mary is pregnant.のような定形
補部節に見られる現象であり、従来、時制の
一致の例外として扱われてきた現象である。
この現象では、補部節の内容は、主節の出来
事が生起する時点と、文を発話する時点の両
方で成り立つと解釈される。上記例では、補
部節の内容をJohnが耳にした過去の時点と、
この文が発話される現在の時点の両方で成
り立つと解釈される。Kaneko (2014)（引用
文献③）は、 Uribe-Echevarria (1994)（引
用文献④）の提案を援用し、補部節 CP は論
理形式(logical form=LF)部門で主節に付加
されるとする分析①を示唆した。 
 ① [PfmP Pfm [CP1 that Mary is pregnant 
      [John heard [CP2 that Mary is  
      pregnant]]]] 
この構造で、元位置にある補部節CP2の時制の
評価時は主節動詞heardの事象時と同定され
るので、主節の事象と同時点に成立すると解
釈される。一方、主節に付加された補部節CP1
の時制の評価時は遂行句主要部Pfmが含む発
話時と同定されるため、CP1の事象は発話時に
おいて成り立つと解釈される。しかし、Kaneko 
(2014) では、このLF移動のメカニズムの詳細
は述べられていなかった。これに対して、
Kaneko (2016)は、潜在的に時制の一致が認可
される環境での時制の分布制限②と、補部節
を埋め込む主節動詞がもつ語彙特性③の相互
作用により補部節のLF移動を説明する。 
 ② 潜在的に時制の一致が認可される環境 
     にある補部節の時制は、非直示(non- 
     deictic)現在時制であってはならない。 
  ③ 補部節を選択する命題態度動詞は、補 
     部節の時制の評価時を同定しなければ 
     ならない。 
補部節の事象が発話時で成立することを表現
するために、補部節の時制は直示的現在時制
が選択される。しかし、直示的現在時制は遂
行句(performative phrase)の主要部Pfmに同
定されるため、命題態度動詞 heardの語彙特
性を満たすことができない。この矛盾した状
況を回避するため、補部節はLF移動を受けて
主節に付加され、付加された補部節の直示的
現在時制の評価時は遂行句主要部Pfmによっ
て同定される。元位置の補部節では現在時制
の直示性素性[+deictic]が削除され、制約②
の違反を回避し、現在時制の評価時は主節動
詞heardによって認可され、heardの語彙特性
③が満たされる。CP2とCP1の出来事の一貫性



は両者が移動による連鎖を形成することによ
り保証される。このように、二重接触現象に
おける補部節のLF移動は、潜在的時制の一致
の環境内にある補部節の時制に対する分布制
限と主節動詞の語彙特性によってもたらされ
る矛盾を解消するために適用される。 
 
(2) 金子 (2016b)（下記論文⑥）では、英語
の単純現在時制や単純過去時制における非状
態動詞の解釈上の制限について、その制限を
とらえる時制表示に基づく制約を提案した。
非状態動詞が単純現在時制形で生起する場合、 
発話時における完結した個別の事象（行為や
出来事）を表わすことはできない。たとえば、
下記①の文は発話時における個別の行為を表
わすことはできない（#は個別の出来事・行為
の解釈が不可能であることを示す）。 
 ① #Max eats an apple. 
①の文は、習慣等の非個別事象の解釈のみを
許す。この現象を説明するため、２つの制約
が提案された。 
 ② 反個別事象解釈制約：ある節の時制表示 
     の事象時ETVと指示時RTPerfが同時であり、 
     指示時RTPerfが時間軸上の時点を指すな 
     らば、個別的事象を表わすと解釈するこ 
     とはできない。 
 ③  現在時制の反期間制約：ある節の時制表 
     示の指示時RTPerfと評価時EvTが同時で 
     あるなら、指示時RTPerf は時間軸上の期 
     間を表わすことができない。 
単純現在時制は事象時ETVと指示時RTPerfが同
時であり、かつ指示時RTPerfと評価時EvTが同
時であるので、帰結として発話時における個
別の事象を表す解釈が不可能となる。これに
対して、過去時制の文は、単純時制であるの
で事象時ETVと指示時RTPerfが同時であるが、指
示時RTPerfが評価時EvT（発話時）よりも以前
の過去時であるので、制約③の適用を受けな
い。したがって、④のように特定の過去時点
における個別事象を表すことはできないが、
過去時制の指示時は期間を表すことができる
ので、⑤のように過去の特定期間における個
別事象を表すことができる。 
 ④ #Yesterday morning at 10 Mary walked. 
 ⑤ Yesterday morning Mary walked for  
      two hours. 
さらに、２つの制約の連動により、法助動詞
を含む文および時制の一致の文における単純
時制計の振る舞いが説明されるとともに、遂
行句主要部Pfmによって同定される直示的時
制と主節の命題態度動詞によって同定される
非直示的時制が制約③に関して同じ振る舞い
をすることが示されている。これは遂行句内
に存在する話者と命題態度動詞の主節主語が、
認識主体として同じ振る舞いをすることが浮
き彫りとなり、遂行句における話者の存在を
裏付けるものである。 
 
(3) 金子 (2016c)（下記論文⑤）では、英
語の不定詞補部節の時制解釈について論じ、

Wurmbrand (2014)（引用文献⑤）の提案を受
け入れ、未来志向型の不定詞補部節は、主節
動詞が選択する抽象的法助動詞を含むとす
る分析を提案した。例えば、例文①の decide
の不定詞補部節は未来志向性をもち、補部節
内の事象は主節が表す過去時以降に生起す
ると解釈される。 
 ① Leo decided to read a book. 
本論文では、①では decide が選択するモダ
リティに対応する抽象的法助動詞 Moddecideを
含む不定詞補部節 CP が選択されると分析さ
れる。主要部 C がもつ素性[+Moddecide]が不定
詞節のTP主要部Tに継承され、その補部ModP
の主要部の Moddecideと照合される。この抽象
的法助動詞は未来法助動詞 will と同様に未
来性を含むので、その帰結として①の不定詞
補部節の未来性が説明される。この分析では、
主節動詞が不定詞補部節の未来性を指定す
ることはない。主節動詞が行うのは不定詞補
部節の TP の主要部 T の評価時 EvT の同定の
みである。この結果、直示的定形節、非直示
的定形節、不定詞補部節のいずれの時制解釈
も、それぞれ遂行句主要部 Pfm による直示的
時制の評価時同定、命題態度動詞による補部
節の非直示的時制の評価時同定、不定詞節を
埋め込む動詞による不定詞補部節の評価時
同定に基づいて行われ、時制解釈の根幹をな
す評価時同定様式の統一化が可能となった。
また、抽象的法助動詞による分析は、
Wurmbrand (2014)の提案を越えて、非未来指
向型の不定詞補部節にも拡張可能であるこ
とが示された。 
 
(4) 金子 (2017)（下記論文③）では、英語
の定形補部節における時制の一致と二重接触
の時制解釈をめぐり、それらの現象で用いら
れる有標の仕組みの適用特性について論じて
いる。時制の一致は下記①の文の補部節の内
容が、任意の過去時の出来事を表すことがで
きず、②に対応する同時の解釈か、③に対応
する転移の解釈のみをもつ現象をさす。 
 ① Taro said that Hanako was a college  
      student. 
  ②  Taro said, “Hanako is a college  
      student.” 
  ③  Taro said, “Hanako was a college  
      student.” 
この現象に対して、Kaneko (2014)（引用文献
③）は、補部節の過去時制が内在的にもつ以
前性を同時性に変更する解釈規則（時制の一
致調整規則）を提案した。その解釈規則が適
用されなければは転移の解釈が得られ、適用
されれば同時の解釈が得られる。二重接触現
象は、上記研究成果(1)で述べたように、時制
の一致の例外として扱われてきた現象であり、
John heard that Mary is pregnant.補部節の
内容が、主節の出来事が生起する時点と、文
を発話する時点の両方で成り立つと解釈され
る。この現象に対して、Kaneko (2016a)（下
記論文④）は、補部節のLF移動に基づく分析



を提案した。このように２つの現象は追加の
仕組みによって得られるが、それらの解釈に
有標性は存在しない。この問題に対して、本
論文では、時制の一致調整規則と二重接触現
象のCP移動の２つの規則が、適格な意味表示
を生み出すために適用される最後の手段とし
て位置づけられることを論じている。これら
の仕組みが最後手段として用いられる状況を
作り出している最大の要因は、非直示的現在
時制に対する④の生起制限である。 
 ④ 潜在的に時制の一致が認可される領域 
   にある補部節には非直示的現在時制が 
     生起することはできない。  
定形補部節には一般に非直示的時制が生起し、
主節動詞によって非直示的評価時が同定され
る。しかし、④の制限により、時制の一致の
領域にある補部節の事象と主節の事象を表す
手段として非直示的現在時制を用いることは
できない。この解釈上の隙間を埋めるため、
時制の一致調整規則が用いられて同時の解釈
が得られる。一方、二重接触でも、主節と補
部節の同時性を表すために非直示的現在時制
を用いることはできないため、かわって直示
的現在時制が使用される。しかし、そのまま
では制限④に違反するため、補部節はLF移動
により主節に付加される。付加された補部節
の直示的現在時制の評価時は遂行句主要部に
より同定される。元位置に残された補部節の
時制は、直示性を表す素性が削除されて、④
の違反が回避され、その評価時が主節動詞に
同定される。このように、２つの現象に関わ
る仕組みは、いずれも最後の手段としての性
格をもつため、追加の規則の適用を伴うにも
関わらず、余分なコストを伴う現象ではなく、
解釈上の有標性も存在しないことが説明され
る。 
 
(5) 金子 (2018a)（下記論文②）では、本研
究で得られた知見に基づき、インタフェース
理論の根幹に関わる転送の概念を論じている。
フェーズ理論以降の極小主義プログラムに基
づく研究では、かつての論理形式(LF)表示に
相当する構造の存在基盤が失われ、LF表示に
よって捉えられていた一般化をどのように記
述すべきか不明瞭になっていた。これに対し
て、Chomsky, Gallego, and Otto (2017) 
(=CGO(2017))（引用文献①）では、音声部門
および意味部門どちらへの転送においても、
転送される構造はもとの構造から消去されず、
転送後の派生の段階で音韻規則および意味解
釈規則の適用を受けることが可能であると提
案された。本論文では、直示的時制の評価時
の遂行句主要部よる同定、時制の一致の現象
における潜在的時制の一致環境の認可、時制
の一致調整規則の適用、二重接触現象におけ
るCP節内の直示的評価時の遂行句主要部よる
同定、元位置のCP節の時制の直示性素性の削
除、および元位置のCP節の評価時の主節動詞
による同定に関する研究結果は、これらの言
語現象が転送適用後の統語構造に言及して適

用される解釈規則によって説明されることを
示し、その帰結として、従来の転送の概念を
破棄すべきであることを示しており、上記CGO 
(2018)の転送の概念に関する提案の妥当性を
示す経験的根拠となることを示した。 
 
(6) 金子 (2018b)（下記論文①）では、日
本の学習英文法における時制の扱いについ
て論じている。まず、will を従来の未来時
制ではなく、未来表現とする現行の学習指導
要領の方針を踏まえて、過去仮定法、時制の
一致、二重接触現象等の具体的言語現象に基
づいて、法助動詞 will を未来時制ではなく
未来表現として指導するに際しての言語学
的根拠を明示している。さらに、節の概念を
定形時制の存在に基づいて定義する従来の
学習英文法の捉え方の問題点を指摘し、定形
節に加えて非定形節の概念を導入すべきで
あることを論じ、そのための方策を提言して
いる。 
 
(7) 金子 他（編）(2016)（下記図書①）
は、原口・中村（編）(1992)（引用文献②）
の増補版であり、旧版が統率・束縛理論の用
語を中心に扱っていたのに対して、増補版は
それ以降の極小主義プログラムの用語の解
説を加えている。この増補版によって統率・
束縛理論から極小主義プログラムの最新の
展開にいたる生成文法理論の進展に関わる
重要項目がほとんど網羅された。詳細な参考
文献が掲載されており、極小主義プログラム
の進展に重要な役割を果たした文献が網羅
されている。 
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